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図3. トポロジカルゲルのノー マ
ルバタフライパターン｡延伸は水平
方向｡
れている｡筆者の知る限り､架橋されたゲルでノー マル
バタフライパターンが見られたのはこれが始めてである｡しかも､散乱強度は延伸とともに減少した｡
これも､延伸とともに不均一構造がより顕著になる化学ゲルとは大きく異なるトポロジカルゲルの特
徴になっている｡トポロジカルゲルでは､滑車効果により不均一構造が解消し､延伸によって配向
した高分子鎖の熱揺らぎが抑制されたためであると考えている｡
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